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令和６年度第２３回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和７年３月２１日 

                    担当部・課：総務部管財課〔内線４０８４〕 

① 件  名 

 石巻市入札監視委員会設置について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

本市の発注する下水道工事において、職員２名が関わる官製談合事件が発生した。 

同事件を受け昨年４月２２日に石巻市官製談合再発防止検討委員会を設置し、事件発生に至っ 

た事実関係や職場実態等の検証、行政課題の抽出及び再発を防止するための対策について検討を 

進め、再発防止対策報告書をとりまとめた。 

【目的】 

  再発防止策の一つとして、入札及び契約の過程並びに契約の内容について、不当な圧力と不正

行為を排除し、入札及び契約事務の公正な執行と透明性を図り、入札・契約内容の監視体制強化

を目的に、外部有識者による入札監視委員会を設置するもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

  公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成１２年法律第１２７号） 

   

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 令和６年４月 石巻市官製談合再発防止検討委員会設置 

     ７月 官製談合再発防止策の職員アンケート調査を実施 

    １２月 石巻市職員による官製談合防止法違反等事件再発防止対策報告書のとりまとめ 

⑤ 主な内容 

 

１ 設  置  入札及び契約事務の公正な執行と透明性を図るため、「石巻市入札監視委員会」を

設置する。 

 

２ 所掌事務  (1)市が発注した建設工事、業務委託及び物品購入等（以下「工事等」という。）に

関し、入札及び契約手続の運用状況等について報告を受けること。 

(2）工事等のうち、委員会が抽出したものに関し、一般競争入札に係る入札参加資

格の設定の理由及び経緯並びに指名競争入札又は随意契約に係る指名の理由及

び経緯等についての審議を行うこと。 

(3)その他入札及び契約手続に関し必要と認められる事項について調査審議を行

うこと。 

 

３ 組  織  委員５人以内で組織し、公正中立の立場で客観的に入札及び契約についての審査

その他の事務を適切に行うことができる学識経験等を有する者のうちから市長が委

嘱する。 

 

４ 任  期  委員の任期は２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

        また、委員は再任されることができる。 

資料９ 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

  学識経験者に、本市の入札及び契約手続の運用状況等を審議いただくことで、不当な圧力や不

正行為を排除、公正な事務執行と透明性が図られる。 

 

【市財政への負担】 

  報  酬  ５７千円 

  費用弁償  ２１千円 

   合計   ７８千円（一般財源） 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

【県内における設置自治体】 

 宮城県、仙台市、女川町、塩竃市、多賀城市、登米市、栗原市、大崎市、松島町、七ヶ浜町、      

利府町、大和町、柴田町、川崎町、亘理町 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和７年３月 石巻市入札監視委員会設置要綱及び石巻市入札監視委員会運営要領制定 

（施行予定年月日：令和７年４月１日） 

    ７月 第１回入札監視委員会開催 

令和８年１月 第２回入札監視委員会開催 

⑨ その他 

  

 

 


